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1. 平成27年3月期第3四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。 
なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第3四半期 7,245 △14.6 1,199 13.0 925 △3.4
26年3月期第3四半期 8,484 10.3 1,060 211.4 958 198.4

（注）包括利益 27年3月期第3四半期 4,472百万円 （131.8％） 26年3月期第3四半期 1,929百万円 （107.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第3四半期 17.02 ―
26年3月期第3四半期 17.63 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第3四半期 491,733 32,264 6.3
26年3月期 455,139 28,020 5.8
（参考）自己資本 27年3月期第3四半期 31,117百万円 26年3月期 26,836百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 2.50 ― 2.50 5.00
27年3月期 ― 2.50 ―
27年3月期（予想） 2.50 5.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,100 42.7 800 14.0 14.72



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、添付資料Ｐ．２「１．(３)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期3Q 54,444,000 株 26年3月期 54,444,000 株
② 期末自己株式数 27年3月期3Q 111,834 株 26年3月期 109,754 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期3Q 54,333,598 株 26年3月期3Q 54,336,545 株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期（平成 26 年４月１日～平成 26 年 12 月 31 日）の連結経営成績については、経常収益は、株

式等売却益が減少したこと等から、前年同期比 1,239 百万円減少して 7,245 百万円となりました。一方、経

常費用は、与信関係費用や営業経費が減少したこと等から、前年同期比 1,378 百万円減少して 6,045 百万円

となりました。この結果、経常利益は前年同期比 138 百万円増加して 1,199 百万円となりました。また、当

四半期連結累計期間において、連結子会社の株式を当行関係者より取得した取引に関連して負ののれん発生

益を計上しており、これに特別損失、法人税等を加減した四半期純利益は前年同期比 33 百万円減少して 925

百万円となりました。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期の連結財政状態については、預金は引続き地域に密着した営業基盤の拡充に努め、個人預

金・法人預金等が増加したことから、前連結会計年度末比 32,387 百万円増加し、当第３四半期連結会計期

間末残高は 446,961 百万円となりました。貸出金は、お客様のニーズに積極的にお応えしましたが、前連結

会計年度末比 2,024 百万円減少し、当第３四半期連結会計期間末残高は 270,745 百万円となりました。有価

証券は、金利リスクに配意するとともに安定収益と流動性確保を目的に資金の効率的な運用に努めた結果、

前連結会計年度末比 12,497 百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末残高は 166,257 百万円となりまし

た。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成 27 年３月期の連結業績予想につきましては、平成 26 年 11 月７日公表値から変更ありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（会計方針の変更） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第 26 号 平成 24 年５月 17 日。以下、「退職給付会計基準」

という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 25 号 平成 24 年５月 17

日。以下、「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第 35 項本文及び退職給付適用指針第 67 項

本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法

を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率

の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から退職給付の支払見込期間及び

支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第 37 項に定める経過的な取扱いに従って、当

第３四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益

剰余金に加減しております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が 76 百万円減少し、退職給付に係る

資産が 178 百万円増加し、利益剰余金が 165 百万円増加しております。また、当第３四半期連結累計期間の

経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響は軽微であります。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部     

  現金預け金 9,249 43,773 

  コールローン及び買入手形 8,000 - 

  買入金銭債権 650 100 

  有価証券 153,760 166,257 

  貸出金 272,770 270,745 

  外国為替 794 775 

  リース債権及びリース投資資産 4,088 3,836 

  その他資産 2,030 2,207 

  有形固定資産 4,816 4,693 

  無形固定資産 696 567 

  退職給付に係る資産 144 348 

  繰延税金資産 26 26 

  支払承諾見返 2,030 2,005 

  貸倒引当金 △3,918 △3,603 

  資産の部合計 455,139 491,733 

負債の部     

  預金 414,574 446,961 

  借用金 3,894 3,354 

  外国為替 8 3 

  その他負債 2,898 1,509 

  賞与引当金 103 - 

  退職給付に係る負債 576 496 

  役員退職慰労引当金 5 6 

  睡眠預金払戻損失引当金 27 25 

  偶発損失引当金 89 86 

  繰延税金負債 2,272 4,380 

  再評価に係る繰延税金負債 637 637 

  支払承諾 2,030 2,005 

  負債の部合計 427,118 459,469 

純資産の部     

  資本金 6,730 6,730 

  資本剰余金 5,690 5,690 

  利益剰余金 6,938 7,756 

  自己株式 △38 △38 

  株主資本合計 19,320 20,138 

  その他有価証券評価差額金 6,402 9,877 

  土地再評価差額金 1,081 1,081 

  退職給付に係る調整累計額 31 19 

  その他の包括利益累計額合計 7,515 10,978 

  少数株主持分 1,184 1,146 

  純資産の部合計 28,020 32,264 

負債及び純資産の部合計 455,139 491,733 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第３四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

経常収益 8,484 7,245 

  資金運用収益 4,858 4,495 

    （うち貸出金利息） 3,330 3,076 

    （うち有価証券利息配当金） 1,500 1,397 

  役務取引等収益 759 830 

  その他業務収益 1,542 1,520 

  その他経常収益 1,323 398 

経常費用 7,423 6,045 

  資金調達費用 217 186 

    （うち預金利息） 192 167 

  役務取引等費用 268 285 

  その他業務費用 1,377 1,358 

  営業経費 4,243 4,173 

  その他経常費用 1,316 40 

経常利益 1,060 1,199 

特別利益 - 110 

  負ののれん発生益 - 110 

特別損失 5 3 

  固定資産処分損 5 3 

税金等調整前四半期純利益 1,055 1,307 

法人税、住民税及び事業税 92 120 

法人税等調整額 △42 181 

法人税等合計 50 302 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,004 1,004 

少数株主利益 45 79 

四半期純利益 958 925 
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四半期連結包括利益計算書 

第３四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,004 1,004 

その他の包括利益 924 3,467 

  その他有価証券評価差額金 924 3,479 

  退職給付に係る調整額 - △11 

四半期包括利益 1,929 4,472 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 1,880 4,388 

  少数株主に係る四半期包括利益 49 84 
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

     該当事項はありません。 

 

 

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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（１） 平成27年３月期第３四半期　損益の状況（単体）

（単位：百万円）

1 5,724 △ 1,215 6,939

2 4,871 △ 260 5,131

3 4,344 △ 335 4,680

4 508 55 452  

5 18 19 △ 1

うち国債等債券損益(5勘定尻)① 6 ― 19 △ 19

7 4,136 8 4,127

8 734 △ 269 1,004

△

経常収益

業務粗利益

資金利益

役務取引等利益

その他業務利益

４．平成27年３月期　第３四半期決算短信 説明資料

平成27年３月期
 第３四半期

（A）
(９ヵ月間)

平成26年３月期
 第３四半期

（B）
(９ヵ月間)

平成27年３月期
通期公表値

（12ヵ月間）前年同期比
（A）－（B）

経費（除く臨時処理分）

業務純益（一般貸倒引当金繰入前）　　②

ア業務純益 ② ①

○コア業務純益は、役務取引等利益は増加しましたが、貸出金利回りの低下を主因に資金利益が減少したことから、

前年同期比288百万円減少し、734百万円となりました。

○経常利益は、株式等関係損益は減少しましたが、与信関係費用が改善したことから、前年同期比87百万円増加し、

1,099百万円となりました。

○四半期純利益は、前年同期比155百万円減少し、800百万円となりました。

9 734 △ 288 1,023

10 △ 37 △ 267 229

11 772 △ 2 774

12 327 90 236

13 47 △ 908 956

（貸倒償却引当費用③＋④） 14 10 △ 1,175 1,185

15 270 △ 932 1,202

16 1,099 87 1,011 1,000

17 △ 3 2 △ 5

18 1,096 90 1,005

19 113 21 91

20 182 224 △ 42

21 295 245 49

22 800 △ 155 956 700

(注)　コア業務純益は、「業務純益」－「国債等債券損益（5勘定尻）」＋「一般貸倒引当金繰入額」です。

業務純益

臨時損益

うち不良債権処理額④

コア業務純益　　　　　　　　　　②－①

一般貸倒引当金繰入額③

法人税、住民税及び事業税

うち株式等関係損益

法人税等調整額

法人税等合計

四半期純利益

経常利益

特別損益

税引前四半期純利益
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（２）「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」（単体）

(単位：百万円) （参考）(単位：百万円)

4,412 4,383

4,747 5,463

2,530 3,162

11,689 13,008

4.19% 4.62%

(注)　上記の平成26年12月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に

　　規定する各債権のカテゴリーにより分類しております。

　　　また、各開示区分の計数は平成26年12月末時点での当行の定める自己査定基準に基づく債務者区分を基

　　に集計しております。

　　　なお、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」と認められる金額のうち、無価値と認められる部分に

　　ついては直接償却相当額として当該金額を減額しております。

　　　※債務者区分との関係：破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権）

　　　　　　　　　　　　　　危険債権（破綻懸念先の債権）

　　　　　　　　　　　　　　要管理債権（要注意先のうち、利払いが３ヵ月以上延滞しているか、又は貸出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条件を緩和している債権）

 総与信残高に占める割合 4.24%

 危険債権 5,050

 要管理債権 2,540

合　　計 11,787

平成26年12月末 平成25年12月末 平成26年９月末

 破産更生債権及びこれらに準ずる債権 4,196

○金融再生法ベースの開示債権は前年同期末比1,318百万円減少し、11,689百万円となりました。これにより総

与信残高に占める比率は4.19％と、前年同期末と比べ0.43％低下しております。

（３）自己資本比率（国内基準）

（参考）

連結自己資本比率 10.3 % 程度 ％

(注)　上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。

平成27年３月末（予想値） 平成26年９月末（実績）

10.62

○金融再生法ベースの開示債権は前年同期末比1,318百万円減少し、11,689百万円となりました。これにより総

与信残高に占める比率は4.19％と、前年同期末と比べ0.43％低下しております。

○成27年３月末の連結自己資本比率（予想値）は10.3％程度と予想しております。
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（４）時価のある有価証券の評価差額（単体）

○評価差額

 (単位：百万円) （参考）  (単位：百万円)

(注)　1.　各四半期末の「評価差額」及び「含み損益」は、それぞれ各四半期末時点の帳簿価額（償却原価適用後、減

　　　　損処理後）と時価との差額を計上しております。

　　　2.　満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。なお、子会社・関連会社株式で時価のある

　　　　ものは該当ありません。

 (単位：百万円) （参考）  (単位：百万円)

（５）デリバティブ取引（単体）

　①金利関連取引　　該当ありません。

31512,57312,258156,992

5,727 20010,344 5,526

24215,26315,020158,933 5389,9839,445143,454

8,911 4,219 4,489 269

126,646 3,591 3,607 15

11,223 6,405 6,551 146

126,443 2,546 2,562 16114,684 1,202 1,334 132

4,184 4,283 9819,859 4,023 4,159 135 20,204

うち損うち益 うち損うち益うち損うち益

80

平成26年９月末平成25年12月末平成26年12月末

評価差額時価評価差額時価評価差額時価

うち損

平成26年12月末 平成25年12月末

その他有価証券

その他

債　券

株　式

21,063 5,023 5,104

帳簿
価額 うち益 うち損

平成26年９月末

含み損益 含み損益 含み損益帳簿
価額うち損 うち益

247,976 △ 156 37

うち益

5,732 34 63 29

帳簿
価額

194 6,755 △ 118
満期保有

目的の債券
143

○時価のある有価証券の評価差額は前年同期末比5,575百万円増加し、15,020百万円の評価益となりました。

　①金利関連取引　　該当ありません。

　②通貨関連取引

 (単位：百万円) （参考）  (単位：百万円)

― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ―

(注)　ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。

　③株式関連取引　　該当ありません。

　④債券関連取引　　該当ありません。

　⑤商品関連取引　　該当ありません。

　⑥クレジットデリバティブ取引　　該当ありません。

区
分

金
融
商
品

取
引
所

店
頭

評価損益 契約額等

△1 △1

時価契約額等

181 △6 △6 113 53 00

時価契約額等 評価損益

平成26年９月末平成25年12月末
種　類

通貨先物

通貨スワップ

為替予約

通貨オプション

平成26年12月末

時価 評価損益
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（６）預金・貸出金等の残高（単体）

①預金・貸出金の残高

(単位：百万円) （参考）　　  (単位：百万円)

447,672 418,320 419,522

う ち 個 人 預 金 338,238 335,321 333,923

272,561 273,782 271,644

うち個人ローン 51,126 50,646 51,186

②預かり資産残高

(単位：百万円) （参考）　　  (単位：百万円)

11,438 10,007 10,852

2,757 4,391 3,207

平成26年12月末 平成25年12月末 平成26年９月末

平成25年12月末 平成26年９月末

投 資 信 託

国 債

預 金

貸 出 金

平成26年12月末

○預金は、個人預金や法人預金が増加したこと等から、平成26年９月末比28,150百万円増加し、447,672百万

円となりました。

○貸出金は、中小企業向け貸出金が増加したこと等から、平成26年９月末比916百万円増加し、272,561百万

円となりました。

○預かり資産は、投資信託で11,438百万円（平成26年９月末比586百万円増加）、国債で2,757百万円（平成

26年９月末比450百万円減少）となりました。
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